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◎試合の開催などについて詳しくは、各チームのホームページなどで確認できます。
▽栃木SC �(600)5555、 http://www.tochigisc.jp/
▽リンク栃木ブレックス　�(637)8132、 http://www.linktochigibrex.com/
▽宇都宮ブリッツェン　�(643)6626、 http://www.blitzen.co.jp/

今
、
全
国
で
、
そ
の
ま
ち
の
魅
力
と
個

性
を
磨
き
、「
都
市
の
価
値
」
を
高
め
る

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
は
そ
の
多
面
的
な
効
用

か
ら
、
こ
う
し
た
課
題
に
取
り
組
む
自
治

体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ま
た
、
都
市

の
価
値
を
確
立
す
る
「
都
市
ブ
ラ
ン
ド
」

の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
活
動
が
大
い
に
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
多
面
的
な
効
用

誇
り
　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
自
分

た
ち
の
ま
ち
の
代
表
と
し
て
戦
う
こ
と
に

よ
り
、
郷
土
愛
が
は
ぐ
く
ま
れ
、
人
々
に

市
民
と
し
て
の
「
自
覚
」
と
「
誇
り
」
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。

あ
こ
が
れ
　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
や

選
手
は
「
あ
こ
が
れ
」
の
存
在
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
「
夢
」
や
「
希
望
」
を
持

つ
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
、
「
人
間
力
」

を
示
し
て
く
れ
ま
す
。

交
流
　
試
合
会
場
は
、
地
域
に
住
む

人
々
の
交
流
の
場
と
な
り
、
新
た
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
を
促
し
ま
す
。
ま
た
、

対
戦
チ
ー
ム
の
応
援
の
た
め
に
全
国
か
ら

訪
れ
る
フ
ァ
ン
と
の
新
た
な
交
流
は
、
効

果
的
に
ま
ち
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ま
た
と
な

い
機
会
と
な
り
ま
す
。

経
済
　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た

「
ヒ
ト
」
・
「
モ
ノ
」
・
「
情
報
」
の
新

た
な
循
環
は
、
地
域
に
大
き
な
経
済
効
果

を
も
た
ら
し
ま
す
。

現
在
、
宇
都
宮
市
を
拠
点
と
し
て
、
３

つ
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
の
「
栃
木
Ｓ
Ｃ
」
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
「
リ
ン
ク
栃
木
ブ

レ
ッ
ク
ス
」、
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の

「
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
」。
そ
れ
ぞ
れ
、

Ｊ
２
（
Ｊ
リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
２
）
、

Ｊ
Ｂ
Ｌ
（
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
）、
Ｊ
サ
イ
ク
ル
ツ
ア
ー
な
ど
の
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
に
参
戦
中
で
す
。

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」。
ま
ず
は
、

試
合
会
場
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

そ
こ
に
は
私
た
ち
の
ま
ち
「
宇
都
宮
」
か

ら
日
本
一
を
目
指
し
て
戦
う
、
選
手
・
ス

タ
ッ
フ
・
フ
ァ
ン
・
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
多

く
の
人
た
ち
の
ド
ラ
マ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。「

私
た
ち
の
ま
ち
」
の
「
私
た
ち
の
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
」
を
、
市
民
み
ん
な
で
盛
り

上
げ
ま
し
ょ
う
。

宇
都
宮
市
に
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が

３
チ
ー
ム
誕
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
私
た

ち
が
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
観
戦
す
る
機
会

は
、
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
格
段
に
増
え
ま

し
た
。
し
か
し
、
よ
り
大
き
な
変
化
は
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
試
合
会
場
で
の
み
「
観み

る
」
存
在
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
生
活
の

傍
ら
で
、
身
近
に
「
触
れ
る
」
こ
と
が
で

き
る
存
在
と
な
っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

現
在
、
各
チ
ー
ム
は
地
域
社
会
の
一
員

と
し
て
、
積
極
的
に
地
域
貢
献
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
の

学
校
訪
問
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
、
ま
た
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
介
護

予
防
事
業
の
実
施
や
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト

参
加
な
ど
、
チ
ー
ム
は
試
合
以
外
の
と
き

で
も
私
た
ち
の
周
り
で
フ
ル
稼
働
し
て
い

ま
す
。

2政

現　状�現　状�

今
、
な
ぜ
、

今
、
な
ぜ
、�

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
な
の
か

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
な
の
か�

今
、
な
ぜ
、�

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
な
の
か�

ご
存
じ
で
す
か

ご
存
じ
で
す
か�

宇
都
宮
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

宇
都
宮
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ�

ご
存
じ
で
す
か�

宇
都
宮
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ�

プ
ロ
と
し
て

プ
ロ
と
し
て�

魅
せ
る
　
戦
う

魅
せ
る
　
戦
う�

プ
ロ
と
し
て�

魅
せ
る
　
戦
う�

地
域
へ
の
貢
献

地
域
へ
の
貢
献�

は
ぐ
く
む
　
触
れ
合
う

は
ぐ
く
む
　
触
れ
合
う�

地
域
へ
の
貢
献�

は
ぐ
く
む
　
触
れ
合
う�



◎栃木SC 10月のホームゲーム（J2リーグ戦）■期日・対戦相手 ▽18日(日) ヴァンフォーレ甲府▽24日(土) 徳
島ヴォルティス。■時間 午後1時キックオフ。■会場 県グリーンスタジアム（清原工業団地）。
◎写真提供：栃木SC、リンク栃木ブレックス、宇都宮ブリッツェン

広報�

3政

プロとしての戦い

KEEP ON FIGHTINGKEEP ON FIGHTING

■試合の見所
Jリーグクラブがこのまちにある喜

びを、スタジアムで感じて欲しいと
思います。ホームスタジアムの県グ
リーンスタジアムは、観客席とフィ
ールドまでの距離が非常に近く、サ
ッカーの迫力・魅力を肌で感じてい
ただくことが可能です。応援するサ
ポーターの雰囲気もサッカー場なら
ではの特別なもの。地元を誇りに感
じ、皆さんが一体となる瞬間がホー
ムスタジアムにはあります。（広報担
当　吉見康之）

GO BREXGO BREX

■試合の見所
ブレックスホームゲームの醍

だい

醐
ご

味
み

の一つは、選手との「近さ」。どの席
からでも選手の表情が分かります。
平均身長190cmを超える大男たちが
走り、跳び、シュートする迫力が堪
能できます。試合時間残り数秒、大
逆転の望みを込めて放たれたシュー
トがゴールに吸い込まれると、会場
は地鳴りのような絶叫に包まれます。
（広報・プロモーション担当　下出恒
平）

Allez BLITZENAllez BLITZEN

■試合の見所
「ジャパンカップ」は、唯一のホ

ームレースであり、最大の見せ場。
世界的にもハイグレードなこのレー
スで、2012年に優勝を目指すことは、
宇都宮をホームタウンとするブリッ
ツェンにとって使命であると感じて
います。1年目の今年は、まずは楔

くさび

を
打ち込まなければなりません。それ
を足掛かりにできるようなレース運
び。地に足を着けつつも、エネルギ
ーをため込める戦い方を身に付けた
いと思います。（監督　柿沼章）

栃木SC 宇都宮ブリッツェン

子どもたちに夢を持つことの大切さを伝え
る「ゆめプロジェクト」

介護予防事業などへの参加を通し、幅広い
世代の市民と交流

スポーツでやる気を高める「キッズモチベ
ーションプログラム」

プロによる充実した指導が受けられるバス
ケットボールやダンスのスクール事業

自転車安全教室「ウィラースクール」で安
全に乗るための技術を伝授

サイクルイベントなどを通し、自転車を生
かしたまちづくりに貢献

政策特集政策特集�

宇都宮のプロスポーツ�
政策特集�

宇都宮のプロスポーツ�

地域貢献活動

リンク栃木ブレックス



◎リンク栃木ブレックス　10月のホームゲーム（JBL）■日時・会場・対戦相手 ▽10日(土)
午後6時～、11日(日)午後3時～　ブレックスアリーナ宇都宮（市体育館・元今泉5丁目）、東
芝ブレイブサンダース▽24日(土)午後6時～、25日(日)午後3時～　清原体育館（清原工業団地）、
レラカムイ北海道。

4政

取り組み�取り組み�

あ
な
た
も
ど
こ
か
で

あ
な
た
も
ど
こ
か
で�

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と�

つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か

つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か�

あ
な
た
も
ど
こ
か
で

あ
な
た
も
ど
こ
か
で�

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と�

つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か

つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か�

あ
な
た
も
ど
こ
か
で�

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と�

つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か�

ポーツの輪

ム基本方針�

域密着�

プロスポーツチームの誕生で、
宇都宮にもスポーツビジネスをめ
ぐる新たな経済取引が生まれてい
ます。地元を中心に、多くの企業
がスポンサーとして、ユニホーム
や試合会場などに広告を掲示する
ことで、チームの運営を支えてい

ます。また、チ
ームの活動に伴
う、試合会場の
設営、印刷物や
グッズの作成な
ど、チームと企
業の共同の輪も
新たに生まれて
います。

▲会場に掲示される
スポンサーバナー

�
生
放
送
で
放
映
さ
れ
る

チ
ー
ム
応
援
番
組

▲チームを支える商品の提供

企業
●スポンサーとして広告掲示
●試合会場の設営やグッズ作成
など

●試合結果など、チームの動向の報道

新聞やテレビ、ラジオ、タウン誌などの地元メディア
は、プロスポーツチームの動向を詳細に報道しています。
こうした、地元メディアの記事や番組を通して、試合結
果をはじめとするプロスポーツの情報を入手することが
できます。

メディア

「
家
族
が
働
く
会
社
が
ス
ポ
ン
サ
ー
を
し
て
い
る
」、「
自
分
の
学

校
に
選
手
た
ち
が
来
て
く
れ
た
」、「
地
元
の
商
店
街
に
チ
ー
ム
の
フ

ラ
ッ
グ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
」。
こ
の
よ
う
に
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
は
私

た
ち
の
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
一
緒
に
、
宇
都
宮
を
元
気
に
し
て
い
く
た
め
に

は
、
こ
う
し
た
多
様
な
か
か
わ
り
の
輪
を
大
き
く
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
魅
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
な
連
携
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

�▼チームに対する市民の愛着と連帯感を醸成す
ることや、本市をアピールし、ブランド力を向上
させることを目的に、施設愛称によるプロスポー
ツ応援事業を実施

▲市サッカー場＝栃木SC宇都宮フィールド ▲市体育館＝ブレックスアリーナ宇都宮



◎宇都宮ブリッツェン　10月のレース　■日程・レース名・開催場所 ▽25日(日) ジャパンカップサイクルロード
レース、森林公園周回コース（福岡町）。
◎写真提供：栃木SC、リンク栃木ブレックス、宇都宮ブリッツェン

広報�

5政

政策特集政策特集�

宇都宮のプロスポーツ�
政策特集�

宇都宮のプロスポーツ�

プロ
スポー

チーム基本

地域密

チームを応援し、プロの技を楽しむために、多くの市民が試
合会場に足を運んでいます。
また、ホームゲームの際の運営補助をはじめとして、多くの

市民がボランティアスタッフとして各チームの運営を支えてい
ます。プロスポーツチームの存在は、市民の余暇活動を充実さ

せるとともに、ボランティ
ア活動などを通した社会参
加や自己実現の機会を提供
してくれます。

▲試合会場だからこそ得られる選手・
サポーターとの一体感

▲チームの運営を助ける市民ボランティア

市民
●試合観戦
●チームを支えるボランティア活動

商店街

行政もさまざまな支援や連携を通して、プロスポーツ
チームと密接な関わりを持っています。
宇都宮市は、皆さんのスポーツへの興味・関心を高め
るとともに、地域と一体になったチームづくりを通し、
地域の活力と都市の魅力を創造するため、ファン層拡大
などのための広報活動、練習場や試合会場の確保、地域
貢献活動の場・機会の提供などに取り組むことにより、
プロスポーツチームと連携を図っています。
プロスポーツチームは、地域貢献活動に取り組むとと
もに、各種行政施策のPRや公的イベントに積極的に参
加することにより、行政との連携を深めています。

▲ユニホームなどに、市が
取り組む「もったいない運
動」のロゴマークを掲示し、
市の施策を全国にPR

行政
●広報活動
●競技場などの確保
●地域貢献活動の

バックアップ

�大勢の人が集まるショッピング
センターで行われたイベント

▲歩く人の目に入る応援フ
ラッグ

●応援フラッグの掲示
●イベントの開催

商店街やショッピングセンターなども、応援フラッグの掲示や各種イベン
トの開催などを通じて、プロスポーツチームを応援しています。フラッグの
掲示などで、まちのにぎわいが演出されるとともに、買い物客や通行者は地
域をあげてプロスポーツを応援する雰囲気を感じることができます。



私
が
栃
木
Ｓ
Ｃ
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な

っ
て
２
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

栃
木
Ｓ
Ｃ
の
地
域
貢
献
事
業
の
一
つ
で
も

あ
る
「
ゆ
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
２
年

ほ
ど
前
か
ら
県
内
の
小
・
中
学
校
へ
訪
問

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
仲
間

を
尊
重
す
る
こ
と
や
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精

神
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
夢
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
に
、
ト
ッ
プ
選

手
と
と
も
に
体
育
の
授
業
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、

ボ
ー
ル
１
つ
あ
れ
ば
初
め
て
会
っ
た
プ
ロ

選
手
で
も
子
ど
も
で
も
笑
顔
で
夢
中
に
な

れ
る
こ
と
。
た
っ
た
１
回
の
授
業
で
も
、

私
た
ち
も
子
ど
も
た
ち
も
何
か
熱
い
も
の

を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
。
小
・
中
学
生
に
限

ら
ず
、
幅
広
い
年
齢
層
の
皆
さ
ん
と
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
も
っ
と
お
互
い

に
勇
気
と
希
望
を
与
え
ら
れ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
の
仕
事
は
皆
さ
ん
に
夢
と
感
動

を
与
え
る
こ
と
で
す
。
チ
ー
ム
は
Ｊ
２
入

り
を
果
た
し
、
ま
だ
１
年
目
。
何
事
も
手

探
り
状
態
で
す
が
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」（
身
体
を
動
か
す
）、

「
観み

る
」（
試
合
を
観
戦
す
る
）、「
触
れ
る
」

（
イ
ベ
ン
ト
で
交
流
す
る
）
こ
と
を
通
じ

て
、
皆
さ
ん
が
元
気
に
な
る
こ
と
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

政 6

私の見方�私の見方�

プロフィール ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

◎手塚　貴
たか

子
こ

さん

◎池田　麻
あさ

乃
の

さん

・栃木SCアカデミーサブリーダー／レディースチーム「栃木
SCブランカ」監督
・宇都宮市出身。元女子サッカー日本代表として活躍。地域貢
献や普及活動に尽力。

・リンク栃木ブレックス総務／CS／ボランティア運営担当
・会社勤務を経て現職。チーム立ち上げ時からスタッフとして
多分野の業務を担当。

◎清水　良行さん ・宇都宮ブリッツェン選手
・昨シーズンまで海外を主体に活躍。今期「チームのエース」
としてブリッツェン入り。

私
は
宇
都
宮
に
住
み
始
め
て
３
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
身
近
で
「
バ
ス
ケ
」「
サ

ッ
カ
ー
」「
自
転
車
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
競
技
の
プ
ロ
の
プ
レ
ー
を
観
戦
す
る
こ

と
が
で
き
る
な
ん
て
す
ご
い
地
域
だ
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。

ブ
レ
ッ
ク
ス
は
、
立
ち
上
げ
か
ら
現
在

ま
で
の
約
２
年
半
で
、
300
回
を
は
る
か

に
超
え
る
数
の
地
域
密
着
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
１
人
で
も
多
く
の
人
に
「
ブ

レ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
チ
ー
ム
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
総
出
で
チ
ラ

シ
配
り
を
す
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

今
で
は
多
く
の
人
た
ち
が
試
合
に
来
て
く

だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
分
た

ち
で
販
売
を
す
る
チ
ケ
ッ
ト
の
重
み
は
今

地
域
密
着
活
動
で
知
名
度
ア
ッ
プ

池
田
　
麻
乃
さ
ん

市
民
み
ん
な
が
元
気
に
な
る
活
動
を

手
塚
　
貴
子
さ
ん



政

宇
都
宮
市
第
３
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー

ム
「
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
」
が
今
年
１

月
に
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
宇
都
宮
ブ
リ

ッ
ツ
ェ
ン
は
、
国
内
で
は
ほ
か
に
類
を
見

な
い
地
域
密
着
型
チ
ー
ム
で
す
。

地
域
密
着
型
チ
ー
ム
は
企
業
チ
ー
ム
と

は
違
い
、
た
だ
レ
ー
ス
で
成
績
を
出
せ
ば

良
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勝

つ
事
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
レ
ー
ス

で
勝
利
し
て
周
り
を
引
き
付
け
、
１
人
で

も
多
く
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
な
が
ら
ス
ポ

ン
サ
ー
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
逆
に
言
え
ば
、
レ
ー
ス
で
勝
利
し
て

も
誰
に
も
応
援
さ
れ
ず
盛
り
上
が
ら
な
か

っ
た
ら
意
味
が
な
い
ん
で
す
。
た
だ
の
自

己
満
足
で
す
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
フ
ァ
ン
が
い
て
初

め
て
成
り
立
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
が

集
ま
ら
な
い
所
に
は
ス
ポ
ン
サ
ー
も
付
か

な
い
で
す
し
ね
。
活
動
内
容
も
レ
ー
ス
活

動
だ
け
で
は
な
く
自
転
車
普
及
の
た
め
の

自
転
車
教
室
や
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
に
加

え
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
出
演
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ

か
ら
レ
ー
ス
会
場
に
足
を
運
ん
で
も
ら
っ

て
初
め
て
成
績
を
出
す
意
味
が
生
ま
れ
ま

す
。こ

の
思
い
を
根
本
に
、
宇
都
宮
で
始
ま

っ
た
地
域
密
着
型
チ
ー
ム
を
今
後
全
国
に

少
し
ず
つ
増
や
し
て
行
く
の
が
目
標
で
あ

り
、
夢
で
す
。
地
域
密
着
型
チ
ー
ム
第
一

期
生
の
僕
た
ち
が
失
敗
す
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
コ
ツ
コ
ツ
と
地
道
に
、
焦
ら

ず
確
実
に
前
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

7

�あなたの意見をお寄せください
市民の皆さんから、「宇都宮のプロスポーツ」につい

ての意見・提案をお受けします。寄せられた意見・提案
はプロスポーツを活用したまちづくりなど、施策の参考
とします。なお、一部を後日、広報紙で紹介します。質
問などへの回答は、直接本人あてに返信しませんので、
ご了承ください。
左のはがき（切手不要）を切り取り、10月15日（木）
までにポストに投函してください。ほかのはがきや切手、
ファクス、Ｅメールでも受け付けます。

送付先
〒320-8540市役所総合政策部広報広聴課
�(632)2025、�(639)0627
Ｅﾒｰﾙ：u2030@city.utsunomiya.tochigi.jp

政策特集｢宇都宮のプロスポーツ｣についての問い合わせ先
総合政策部地域政策室
�(632)2119、�(632)7072
Eﾒｰﾙ：u2010@city.utsunomiya.tochigi.jp

アイデア通信�

宇都宮のプロスポーツについて私はこう考えます�

宇都宮のプロスポーツを盛り上げるために必要

なことは何だと思いますか？�

1

政策特集政策特集�

宇都宮のプロスポーツ�
政策特集�

宇都宮のプロスポーツ�

フ
ァ
ン
で
成
り
立
つ
地
域
密
着
型
チ
ー
ム

清
水
　
良
行
さ
ん

も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

宇
都
宮
市
に
「
リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク

ス
」
と
い
う
チ
ー
ム
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
い
て
、

「
今
週
末
、
ブ
レ
ッ
ク
ス
の
試
合
が
あ
る

か
ら
、
仕
事
や
学
校
生
活
を
頑
張
ろ
う
」

と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
10
月
か
ら
公
式
戦

が
始
ま
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
試
合

会
場
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

ブ
レ
ッ
ク
ス
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。
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（受取人）�
宇都宮市旭 1丁目1番 5号�

（宇都宮市役所）�
宇都宮市総合政策部広報広聴課�

行�

氏名�

年齢　　　　　　歳�

住所�

職業�

差し支えがなければ記入してください。広報紙で意見を紹介する際には、氏名の記載はしません。�
なお、はがきの情報については、目的以外には使用しません。�

料金受取人払�

宇都宮中央局�

承　　認�

3017
差出有効期間�
平成22年7月�
14日まで�
【切手不要】�

（1）みんなでもったいない運動を広げるために大切
なことは何だと思いますか？

■食品や衣類など、ものの完成までの労力や時間の
尊さを知るべきである。一つのものを作り上げる
経験をすること。 （簗瀬　70代）
■市民のみんなが郷土に誇りを持ち、宇都宮市をこ
うしていきたいと思うこと。 （石井町　60代）
■地球上の限られた資源を有効活用するため、リサ
イクルなどみんなで小さなことからでもいいから
取り組むこと。 （飯田町　50代）
■小学生など、年少時代から「もったいない」を実
践させる。 （五代　50代）
■個々人それぞれが意識を高め、ものを粗末にしな
いこと。 （清原台　40代）
■もったいない運動の「仲間づくり」を推進して運
動の輪を広げ、実践活動の展開をすること。

（西川田　70代）
■月に一度「もったいない運動日」を作る。

（飯田町　50代）
■世界平和。戦争をすれば、何もかも一瞬に全て失
う。これ以上のもったいないはないと思う。

（鶴田町　60代）

（2）あなたは何を心掛けますか？何ができますか？

■食べ物を捨ててしまうことは心が痛むので、ご飯
粒一粒まできれいに食したり、スーパーなどで期
限が切れそうな食品をなるべく買うようにし、す
ぐに調理して食するようにしている。

（石井町　60代）
■我が家の雨どいの下の土を掘ってポリバケツを埋
めて、庭木などに散水するなど、雨水の有効活用
をしている。 （戸祭　70代）
■ものを買ったら、そのものを90～100%使い切
る。洋服が小さくて着ることができなくなれば、
ほかの人に着てもらい、自分も古着をもらって着
ている。 （鶴田町　60代）
■使わなくなった傘でエコバッグ、アームカバーな
どの小物を作り、皆さんに差し上げて喜ばれてい
る。「ありがとう」の言葉に、毎日ミシンを掛け
続けている。 （西一の沢町　60代）
■新聞の折込チラシをノートにしたり、切り絵に使
ったりしている。 （下岡本町　80代）
■栃木県のことを勉強し、人に教えてあげる。

（徳次郎町　60代）
■外出は、徒歩、自転車、公共交通機関の利用に心
掛けている。（一の沢町　80代）（元今泉　40代）

前回の政策特集「もったいない運
動」に対して市民37人から意見を
いただきました。今後の運動の指針
となる「もったいないの約束」（9月
27日公表）の作成に当たり、参考
にさせていただきました（27ペー
ジ参照）。代表的なものを紹介しま
す。

前回の政策特集「もったいない運動」の概要�前回の政策特集「もったいない運動」の概要�前回の政策特集「もったいない運動」の概要�

ひとやものを大切にするこころ
「もったいない」
「もったいない」とは「その

ものの価値が生かされず、惜し
いさま」を表す日本特有の言葉。
近年、過度の利便性の追求や

資本主義の発達、個人主義の尊
重などが環境問題、心の問題を
引き起こしている。恵まれた地
球資源や思いやりのある人間関

係を次の世代へ引き継ぐため、地球上にあるすべ
てのものに尊敬と感謝の気持ちを持つことが必要
である。さらに、身近な自然や文化、出会った人
を大切にすることも大切であり、これが「もった
いない運動」である。
宇都宮市の「もったいない運動」の取り組み
市では、「もったいない運動」として、家庭での

CO2削減と個人消費の喚起を同時に達成する環境
面からの緊急経済対策や、長岡最終処分場跡地へ
の植樹、宇都宮を訪れた人に対するおもてなし運
動、ものの本来の価値を生かし切るための廃食油
の資源化、地産地消や食育の推進を行っている。
そのほかにも、子どもたちに「もったいない」の
心をはぐくむ絵本の作成・配布や、学校間で物品
を貸借する「学校版もったいない運動」、家族でよ
り環境にやさしい生活にチャレンジする「みやエ
コファミリー認定制度」、マイバッグ・マイ箸

はし

運動
など、その取り組みは多岐にわたっている。

広報うつのみやの政策特集は、皆さんに一緒に考
えていただきたいテーマを取り上げ、年4回編集し
ます。

前回のテーマ前回のテーマ�

もったいない運動もったいない運動�

スポーツで�

宇都宮�

もっと元気に�

�
�

田臥 勇太 選手�

中山 卓士 選手�
Photo by STUDIO NOUTIS

赤井 秀行 選手�
�2009 TOCHIGI SC

政策特集�
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